
池
上

・
比
企
谷
両
山
貫
主
の
上
総
国
巡
説
に
つ
い
て

上
総
国
に
お
け
る
池
上

・
比
企
谷
両
山
の
門
流
の
展
開
の
基
礎

は
、
両
山
三
世
日
輪
に
よ
る
木
更
津
光
明
寺
の
草
創
、
日
輪
の
弟

子
日
契
に
よ
る
竹

ノ
沢
瑞
竜
庵

（後
の
大
野
光
福
寺
）
及
び
引
田

本
顕
寺
の
草
創
等
に
よ

っ
て
す
え
ら
れ
た

Ｔ
）
。
こ
れ
以
後
に
お

け
る

上
総
国
に
お
け
る

門
流
の
主
な
動
向
は
、

次
の
よ
う
で
あ

る
。
ま
ず
、
両
山
四
世
日
山
は
伊
北
庄
の
狩
野
氏
を
教
化
し

っ
）

行
川
妙
泉
寺
を
開
き

↑
）
同
国
に
お
け
る
門
流
の
拠
点
と
し
た
ｏ

さ
ら
に
、
両
山
八
世
日
調
は
、
狩
野

一
族
出
身
で
も
あ
り
、
同
氏

外
護
の
も
と
に
、
没
落
し
た
伊
北
の
諸
末
寺
の
復
興
を
行
な

っ
て

い
る

（１

。
日
調
以
後
、
九
世
日
純
、
十
世
日
陽
の
代
に
は
、
日

立

っ
た
動
向
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
十

一
世
日
現
に

至
り
、
新
た
な
動
向
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
、
天
文
十

九
年

（
一
五
五
〇
）
日
現
は
半
年
以
上
に
渡
る
長
期
間
、
上
総
巡

説
を
行
な

っ
た
。
こ
れ
は
、
後
に
数
度
に
及
ん
で
行
な
わ
れ
た
両

山
貫
主
の
上
総
巡
説
の
最
初
で
あ
り
、

「
上
総
五
十
座
説
法
」
と

寺

尾

英

い
わ
れ
る
上
総
南
部
勝
浦
地
区
に
お
け
る
年
中
行
事
の
基
礎
と
も

な

っ
た
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る

↑
）
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
比

企
谷
門
流
と
上
総
国
と
の
関
連
を
両
山
貫
主
の
上
総
巡
説
を
手
掛

り
と
し
て
小
考
を
加
え
て
み
た
い
。

両
山
貫
主
の
上
総
巡
説
は
、
天
文
十
九
年
を
は
じ
め
以
後
近
世

に
渡
り
数
回
が
確
認
さ
れ
る

↑
）
。
こ
れ
ら
は
、
池
上

・
比
企
谷

の
諸
堂
修
造
の
資
金
調
達
の
た
め
に
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

天
文
十
九
年
の
両
山
十

一
世
日
現
の
上
総
巡
説
は
半
年
以
上
に

及
ぶ
長
期
間
行
な
わ
れ
た
。
す
な
わ
ち
勝
浦
市
本
行
寺
所
在
の
延

享
二
年

（
一
七
四
五
）
建
立
の
宝
塔
に

天
文
十
九
庚
戊
年
　
一
一百
余
日
説
法
処
　
　
日
現

と
あ
る
。
同
年
の
巡
説
は
、
二
年
前
の
天
文
十
七
年
十
二
月
十
四

日
比
企
谷
が
焼
失
し
て
お
り
、
そ
の
復
興
の
た
め
の
資
金
勧
募
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
？
）
。
比
企
谷
復
興
の
資
金
調
達
は
な
か
な

か
大
変
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
日
現
の
佐
渡
国
正
住
院
日
進
へ
宛
た

智

…… 63 -―



書
状
に
は
、

只
今
者
闘
評
堅
固
上
下
人
共
、
年
中
フ
軍
陣

ニ
テ
明
シ
暮

シ

候

食
ハ
適
千
疋
ノ
奉
加

二
付
候
者

モ
十
年

二
一
疋
モ
不
レ
出
、

叉
三
貫
文
卜
付
者

モ
十
年

二
一
疋
モ
出
サ
ヌ
体

ニ
テ
候
（略
）

如
レ
此
勧
進
不
自
由
之
時
分

↑
）

と
そ
の
苦
労
を
述
べ
て
い
る
。
上
総
巡
説
か
ら
八
年
後
の
永
禄
二

年

（
一
五
五
八
）
比
企
谷
の
大
堂
の
復
興
が
な

っ
て
い
る

↑
）
。

日
現
の
長
期
間
に
わ
た
る
上
総
巡
説
は
、
前
述
の

「
勧
進
不
自

由
之
時
分
」
と
い
う
理
由
も
あ
ろ
う
が
、
上
総
国
比
企
谷
門
末
の

門
流
全
体
に
対
す
る
勢
力
の
大
き
さ
と
い
う
こ
と
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
日
現
の
比
企
谷
在
住
当
時
の
上
総

の
門
末
に
つ
い
て
は
、
日
現
自
ら
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

上
総

ノ
仏
法
繁
昌
シ
テ
両
山
ノ
似
合
似
合
ノ
助
成

ニ
ナ
リ
、

イ

マ
ニ
伊
北
ノ
庄
内

二
諸
末
寺
ア
マ
タ
、
僧
侶
信
カ
ヲ
ハ
コ

ブ

６
）

と
あ
る
。
時
代
は
下
る
が
、

『寛
永
末
寺
帳
』
及
び

『
天
明
末
寺

帳
』
に
よ
れ
ば
、
池
上

・
比
企
谷
両
山
の
末
寺
の
分
布
は
表
０
の

通
り
で
あ
る
。

『寛
永
末
寺
帳
』
は
同
十
年

（
一
六
三
三
）

『
天

明
末
寺
帳
』
は
同
六
年

（
一
七
八
工Ｃ

の
書
上
で
あ
り

ａ
Ｘ

表

中
の

（
）
は
記
載
数
の
う
ち
の
孫
末
寺

・
曽
孫
末
寺
分
を
示
す
。

表
中
、
上
総
国
は
末
寺
が
激
増
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
寛
永
の
末

寺
帳
に
孫
末
寺
等
が

ほ
と
ん
ど

記
載
さ
れ
て

い
な
い
た
め
で
あ

る
（３

。

『
天
明
末
寺
帳
』
の
上
総
国
の
直
末
寺
は
三
十
六
ケ
寺

で
あ
る

３
）
。
表
０
に
よ
る
と
両
山
の
末
寺
は
武
蔵

・
相
模

・
上

総
の
三
ケ
国
に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
武
蔵
国
は
池
上
本

門
寺
の
、
相
模
国
は
比
企
谷
妙
本
寺
の
所
在
す
る
、
い
わ
ば
本
拠

地
で
あ
る
。　
一
方
、
上
総
国
は
、
直
接
の
本
拠
地
で
は
な
い
。
し

か
し
、
末
寺
数
か
ら
見
て
、
武
蔵

・
相
模
両
国
の
門
末
と
同
等
の

勢
力
を
持

っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
注
目 『 日蓮宗大観』による

一- 6` ――

表(1)両 山 末 寺 地 域 別 数

寛永末寺帳 1天明末寺帳

蔵

模

総

豆
陸

斐

他の

武

相

上

伊

常

甲

そ

74  1     90(2)
37   1      35
34   1     139103)

9  1     10(5)
4 1   4(2)
2  1     10(2)
4   1     23(3)

合  計 1   164 1  311は 17)

表(2)両山末寺創立年代別数



す
べ
き
は
、
上
総
国
に
お
け
る
末
寺
の
分
布
が
南
部
の
夷
隅
郡
に

集
中
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

『寛
永
末
寺
帳
』
記
載
の
三
十
四

ケ
寺
の
う
ち
二
十
七
ケ
寺
が
、
同
じ
く

『
天
明
末
寺
帳
』
記
載
の

百
三
十
九
ケ
寺
の
う
ち
百
二
十
六
ケ
寺
が
夷
隅
郡
に
所
在
し
て
い

る
。
上
総
国
と
は
言

っ
て
も
比
企
谷
門
流
の
中
心
は
南
部
の
夷
隅

郡
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
武
蔵

・
相
模
及
び
上
総
国
に
つ
い
て
両
山
末
寺
を
創
立

年
代
別
に
み
る
る
と
表
②
と
な
る
。
記
載
数
は
直
末
寺

・
孫
末
寺

・
曽
孫
末
寺
の
合
計
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
武
蔵

ｏ
相
模
両

国
と
上
総
国
と
に
お
け
る
勢
力
は
末
寺
数
か
ら
言
え
ば
、
天
文
十

九
年
の
段
階
で
は
、
ほ
ぼ
同
等
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
比
企
谷

門
流
に
お
け
る
上
総
国
は
、
武
蔵

ｏ
相
模
両
国
と
並
ぶ
重
要
な
拠

点
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
日
現
が
比
企
谷
再
建
に
あ
た
り
、
長

期
間
に
わ
た
り
上
総
巡
説
を
行
な
っ
た
こ
と
も
、
以
上
の
こ
と
か

ら
考
え
れ
ば
、
当
然
の
事
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
前
述
の
本
行
寺
宝
塔
に
よ
れ
ば
、
日
現
は
本
行
寺
に
於

て
三
百
余
日
説
法
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
行
川
妙
泉
寺
文
書

の

「
本
行
寺
由
来
」
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
天
文
十
九
庚
戊
年
長
寿
山
本
行
寺
者
日
続
上
人
開
開
之
霊
地

依
両
山
定
弘
通
所
東
海
朗
門
広
宣
道
場
也

２
）

と
あ
る
。
本
行
寺
は
天
文
十
九
年
両
山
定
弘
通
所
と
な
っ
た
と
す

る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
後
に
述
べ
る
様
に
両
山
歴
代
の
貫
主
に

よ
り
承
認
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
両
山
十
二
世
日
慢
の
本
尊
に

両
山
永
勧
弘
証
文
補
之
　
第
九
世
三
説
院
日
勝
法
師
授
与
之

日
慢
在
御
判

天
正
十
年
壬
午
六
月
七
日

と
あ
り
、
同
十
四
世
日
詔
が
同
本
尊
に

両
山
永
勧
弘
証
　
日
詔
在
添
御
判

慶
長
十
七
年
卯
月
八
日

と
添
書
し
て
い
る

３
）
。
天
正
十
年

（
一
五
八
一
し

及
び
慶
長
十

七
年

（
一
六

一
三
）
は
そ
れ
ぞ
れ
日
怪
、
日
詔
に
よ
り
、
後
述
の

様
に
上
総
巡
説
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
時
本
行
寺
に
於
て
説

法
が

な
さ
れ
て
い
る
。

影
山
尭
雄
先
生
は

「本
寺
が

そ
の
必
要

に
よ

っ
て
勧
財
の
た
め
に
巡
教
す
る
場
合
の
布
教
の
拠
点
と
せ
ら

れ
る
の
は
、　
地
方
触
頭
を
は
じ
め
在
地
の
有
力
な
末
寺
で
あ

っ

た
」
盆
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
行
寺
が

「両
山
定
弘
通
所
」

と
さ
れ
、
両
山
貫
主
の
巡
説
に
際
し
、
「両
山
永
勧
弘
証
文
補
之
」

と
い
う
本
尊
を
授
与
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
両
山
の
上

総
に
お
け
る
布
教
の
拠
点
と
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
先
に
述
べ
た
様
に
、
日
現
の
後
日
慢
、
日
詔
に
よ
り
上
総
巡
説
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が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
前
引
の
日
慢
本
尊
に
は

「
本
行
寺
此
所
五

十
余
日
説
法
之
御
」
と
あ
り
、
天
正
十
年
本
行
寺
に
於
て
五
十
余

日
の
説
法
を
行

っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
日
怪
は
日
現
寂
後

二
十
余
年
間
空
位
で
あ

っ
た
両
山
貫
主
に
天
正
九
年
盆

五
八

一
）

晋
ん
だ
が
、
池
上

・
比
企
谷
の
諸
堂
修
造
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
平
沢
妙
厳
寺
宛
日
怪
自
筆
書
状
に
は
、

傷
去
年
者
、
池
上
之
御
堂
成
就
、
当
年
叉
此
谷
之
本
堂
思
立

種
々
相
稼
候
間
、
先
月
十
六
日
二
御
柱
立
フ
申
候
、
九
月

ハ

葺
納
可
申
侯

，
）
（略
）

と
普
請
の
様
子
を
記
し
、
文
禄
五
年

（
一
五
九
六
）
に
は
池
上
に

御
真
骨
堂
、
客
殿
を
造
営
し
て
お
り
、
天
正
十
年
の
上
総
巡
説
は

こ
れ
ら
の
工
事
費
用
の
調
達
の
一
つ
と
し
て
行
な
わ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。
日
詔
の
上
総
巡
説
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
延
享
四
年
建
立
の
本

行
寺
宝
塔
の
側
面
に
、

慶
長
十
七
年
子
暦
　
日
詔

卯
月
於
之
処
説
法

と
あ
り
、
本
行
寺
に
於
て
説
法
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
日

詔
も
日
慢
同
様
両
山
の
修
造
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
平
沢
妙

厳
寺
宛
日
詔
自
筆
書
状
に
、

然
者
此
元
御
影
堂
之
上
葺
思
立
候
、

大
造
営

候
故
、

諸
末

寺

へ
金
釘
竹
釘
之
奉
加
申
付
候

（
略
）
前
後
之
大
造
営
二
候

間

盆
）

と
あ
る
こ
と
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
日
詔
の
上
総
巡
説
も
日
怪
の
時

同
様
工
事
費
用
調
達
の

一
つ
と
し
て
行
な
わ
れ
た
の
で
あ

ろ

う

か
。
天
正
十
年
の
日
怪
に
よ
る
巡
説
さ
ら
に
慶
長
十
七
年
の
日
詔

に
よ
る
巡
説
は
、
天
文
十
九
年
日
現
に
よ

っ
て
行
な
わ
れ
た
巡
説

同
様
、
比
企
谷
門
流
の
重
要
な
勢
力
範
囲
で
あ
る
上
総
の
経
済
力

を
背
景
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
冒
頭
で
触
れ
た
様
に
、
天
文
十
九
年
の
日
現
に
よ
る
上

総
巡
説
は

「
上
総
五
十
座
説
法
」
の
濫
傷
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
享

保
八
年

（
一
七
二
三
）
両
山
二
十
四
世
日
等
の
名
代
日
顎
の
巡
説

に
よ
り

「
五
十
座
説
法
」
は
今
日
の
盛
大
を
な
し
た
と
さ
れ
て
い

る

６
）
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
本
行
寺
は
日
現
、
日
怪
、
日
詔
と

度
重
な
る
両
山
歴
代
の
上
総
巡
説
の
拠
点
と
し
て
、

「
両
山
定
弘

通
所
」
と
し
て
の
地
位
若
し
く
は
機
能
を
確
立
し
て
い
っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
れ
が

「
五
十
座
説
法
」
確
立
の
基
礎
と
な

っ
た
と

思
わ
れ
る
。

日
現
、
日
怪
、
日
詔
と
続
く
両
山
歴
代
の
上
総
巡
説
は
、
比
企

谷

・
池
上
の
諸
堂
修
造
と
い
う
、
多
額
の
費
用
を
必
要
と
す
る
大

工
事
に
際
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
当
然
の
こ
と
な
が

ら
上
総

一
国
の
末
寺
が
全
て
の
費
用
を
負
担
し
て
い
た
わ
け
で
は
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な
い
。
上
総
と
並
ん
で
武
蔵

ｏ
相
模
両
国
は
比
企
谷
門
流

の
拠
点

で
あ
り
、
両
国
に
お
い
て
も
巡
説
等
な
ん
ら
か
の
こ
と
が
行
な
わ

れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後

の
課
題
と
し
た
い
。

註
（
１
）
　

『
日
蓮
教
団
全
史
』
上
　
九

一
頁

（
２
）
　
『
日
蓮
教
団
全
史
』
上
　
一
九
九
頁

（
３
）
　

『
日
蓮
宗
大
観
』
　

一
一〇
八
頁

（
４
）
　
『
日
蓮
教
団
全
史
』
上
　
一一
九
八
頁

（
５
）
　
『
日
蓮
宗
大
観
』
　

一
一〇
五
頁

「上
総
五
十
座
説
法
」
に
つ
い
て
は
塩
崎
弁
仁
稿

「房
総
に
お
け

る
日
蓮
教
団
の
諸
相
―
七
浜
法
華
と
七
里
法
華
に
つ
い
て
六

『
玉

成
』
掲
載
予
定
）
を
参
照
し
た
ｏ

（
６
）

千
葉
県
勝
浦
市
本
行
寺
所
在
の
宝
塔
に
よ
れ
ば

①
天
文
十
九
年

・
両
山
十

一
世
日
現

②
天
正
十
年

ｏ
両
山
十
二
世
日
慢

③
慶
長
十
七
年

・
両
山
十
四
世
日
詔

④
享
保
八
年

・
両
山
二
十
四
世
日
等
の
名
代
日
顎

⑤
寛
保
元
年

・
両
山
二
十
五
世
隠
居
日
顎

が
知
ら
れ
、
勝
浦
市
恵
日
寺
蔵
の
日
教
筆
本
尊
に
よ
り
さ
ら
に

⑥
天
保
四
年

・
両
山
四
十
七
世
隠
居
日
教

と
、
以
上
六
回
が
知
ら
れ
る
。

（
７
）

勝
浦
市
本
行
寺
蔵

「本
行
寺
什
宝
本
尊
存
没
記
」

（
日
蓮
教
学
研

究
所
所
蔵
写
真
帳
に
よ
る
）
に

「両
山
十

一
世
仏
寿
現
聖
人
天
文

十
九

（略
）
勧
説
法
之
御
有
授
与
本
尊
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
知

れ
る
。

（
８
）
　

「
与
正
住
院
日
進
書
」

『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』

（以
下

『宗
全
』

と
略
す
）

一
八
巻

一
四
〇
―

一
頁

（
９
）

同
右
　
一
四
一
頁

（
１０
）
　
「書
置
之
事
」

『宗
全
』

一
八
巻

一
三
〇
頁

（
１１
）
　

『寛
永
末
寺
帳
』
は
内
閣
文
庫
架
蔵

『諸
宗
末
寺
帳
』

（
『大
崎

学
報
』

一
二
〇
所
収

「寛
永
年
度
日
蓮
宗
末
寺
帳
」
に
よ
る
）
に

『天
明
末
寺
帳
』
は
水
戸
彰
考
館
架
蔵

『寺
院
木
末
帳
』

（日
蓮

教
学
研
究
所
所
蔵
写
真
帳
に
よ
る
）
に
よ
っ
た
。

（
・２
）

寛
永
の

『
諸
宗
末
寺
帳
』
に
つ
い
て
は
、
圭
室
文
雄
稿

「寛
永
の

諸
宗
末
寺
帳
に
つ
い
て
」

（笠
原

一
男
編

『
日
本
に
お
け
る
政
治

と
宗
教
』
所
収
）
を
参
照
し
た
ｏ

（
・３
）

上
総
国
夷
隅
郡
能
実
村
東
光
寺
末
寺

（池
上
本
門
寺
の
孫
末
寺
）

と
し
て

一
ケ
寺
書
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
東
光
寺
は
池
上
直
末
寺

の
項
に
書
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
書
落
し
で
あ
ろ
う
ｏ

（
・４
）

千
葉
県
夷
隅
郡
夷
隅
町
行
川
妙
泉
寺
文
書

（
日
蓮
教
学
研
究
所
所

蔵
写
真
帳
に
よ
る
）

（
・５
）

勝
浦
市
久
我
氏
所
蔵

（日
蓮
教
学
研
究
所
所
蔵
写
真
帳
に
よ
る
）

同
本
尊
は
。
天
正
十
年
六
月
七
日
付
日
怪
筆
本
尊
を
享
保
八
年
二

月
日
顎
が
本
行
寺
に
お
い
て
五
十
座
の
説
法
を
し
た
折
に
書
写
し
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本
行
寺
檀
越
久
我
氏
に
授
与
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
・６
）

同
著

『
日
蓮
宗
布
教
の
研
究
』
二
八
二
頁
影
山
先
生
は
近
世
の
場

合
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
行
寺
に
お
け
る
場
合
に
も

当
て
は
ま
る
と
思
わ
れ
る
。

（
・７
）
　

『千
葉
県
史
料
』
中
世
篇
諸
家
文
書

一
六
四
頁

（
・８
）

註

（
１７
）
に
同
じ
　
一
六
七
―
八
頁

（
・９
）

註

（
５
）
を
参
照
ｏ
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